












































































































































































































































want my students to : ”のあとに、センテン
スを続けていただきたいのです。例えば、英
語で教えるコースのタイトルが、“Principles 
of Microeconomics” と し ま す。 タ ー ゲ ッ ト
は、lower division undergraduatesです。次に
くるセンテンス、作ってみました。この赤の部
分がキーワードです。“I want my students to 











































く英語のシラバスに出てきます、“By the end 































ますと、よくあるのが、“By the end of this 
course, you will….” です。バリエーションはい
ろいろあります。“By the end of this course, 
you should be able to….” ちょっと自信が低下
します。３つ目、“By the end of this course, 


































































































































































子がいますので。たとえば、I'm going to give 
you 2 minutes to write down your ideas, then 
I'll ask one of you to speak up.
　それから、Don't worry about your English 
errors. I want to know what you are thinking. 
などと言って、コミュニケーションの重要さを
強調しましょう。






























































問 を 続 け ら れ る に し て も、 や は り、It's so 
important for you to have you own opinions. 
If you don't have your opinions, you won't 


















































































That's an important point．それから、先生方
が、Thank youとおっしゃると、これも褒め言
葉です。Thank you for your input.
　最後に、学生が言ったことのオリジナリティ


























　まず、前提は、“every message has two 
components” ということです。例えば、誰かが





















　The presentation by the professor the other 





れは High-Context Communication です。
　では、Low-Contextは、The key-note presentation 
last Monday by Dr. Yamada of the scientist 
department was quite inspiring, because it 





　Talking about memories of a trip taken 


























































が 可 能 で す。「 以 心 伝 心 」 っ て、 英 語 に な































































































ましょう。Do you love me? と、きいてください。
　では、答えましょう。まずは、詳細に。 
I love you more than anyone else in my life. 
頑張っていますね。
　次にしたいのは、より明確な説明を求めるこ
とです。例えば、How much do you love me? 
と、聞きましょう。




you mean you want me with you all the time? 
「いつも一緒にいたいって、そう言っている
の？」
　最後はrephraseで答えます。What I'm saying 











































































































































































































































































































会話した後に必ず、 “Let me summarize what 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で、対象になった本ですが、“What the Best 


















































































お話したら、“I'm glad to hear that” というこ
とで、そのことがわかってもらえてうれしいと
言っていただきました。内容は、public speaking




















と い う も の で す。 人 間 は、“music smart”、
“body smart”、“people smart”、“word 















思います。What do you think this picture is 
about?　 こ れ は、Atlantic Seaで、 こ こ にA 
































































Best College Teachers Do”の概要は、アメリ
カでの広範囲にわたる、人気のある先生方のイ
ンタビューに基づいています。「学生の学習体
験が大事である」ということです。それに対し
て、学術的な正確さや、専門分野としての到達
性を重視する立場もあるのですが、そうではな
くて、学生の学習体験が大事だということを私
はこの本から読み取りました。
　UNOのFDワークショップは、この本に書か
れた内容が具体化した形で、トレーニングに
なっていると思います。
　私はまだ、英語で授業をしたことがありませ
ん。これからスーパーグローバルの話で、授業
を持つ予定にはなっています。そういう授業の
中で、実際には実践していきたいと思っていま
す。ご清聴ありがとうございました。
司会
　藤井先生、どうもありがとうございました。
教育経験の重要性、多様性、準備、教育対象、
クラス運営、どう学生と接するか、それからご
紹介があったKEN BAIN先生の本は、大学の
アカデミックサポートでも使われています。是
非、まだお目通しのない方、一度手に取ってみ
てください。では、藤井先生、ありがとうござ
いました。
　新任教員研修の方、長い時間でしたが、一
つでも二つでも今日の話題提供の中から、先生
方の授業に反映させていただきたいと思います。
また、学部等でも是非、情報共有していただけ
ればと思います。本日はどうもありがとうござ
いました。話題提供者の方に拍手をお願いいた
します。
